i のな レ朝 

宫本 百合 子 



わった 水の l 卞が 滴って、 白い 煙 を あげながら ジュ ッ！ 

という。 彼女 は、 燃え 口から はみ出す ほど、 後から 後 

から 新な 薪 を 差し添えた。 火の 勢いが 熾に なれば な 

る だけ、 身に 迫る こわさが 減る ように 感じた ので あつ 

た。 

が、 母の 小 部屋の 裡で、 運命 はまる で 逆転して いた。 

四辺が 夕闇に 包まれて 来る につれ、 威力 を增 したの は 

誕生の 歓喜で はなく、 死の 冷たい、 仮借な い 指先で あつ 

た。 

おもん が 二度目に 往来へ 龃け 出し、 四 五 丁 先の 銀行 

から、 番人 をして いる 父親 を 呼んで 来た 時、 彼女の 二 



や 何 かの 打合せ もしょうと、 云う ので ある。 

これ を 聞いた 時、 おもん は 我知らず 指の 先まで ひや 

ひやに なった。 

どんな 狂犬で も、 歯の 届かない 処 にある 者に 害 を 加 

える Y j と はしな かろう。 

津 田と 継母と が 会った 揚句、 どんな 吉事 を 望めよう。 

もう、 自分の ものと 定 つたと 想った 運命 は、 矢張り 未 

しんきろう 

定な、 蜃気楼であった のか。 おもん は、 冷やかな 氷で 

心臓の 辺り を 撫でられる ような 絶望と、 戦慄と を 覚え 

た。 然し、 いっか 二人が 会わなければ ならな いのは、 

事実で ある。 万 一 、 それが 運命 を 変える とすれば —— 



女の 対 手 を 勤めた。 

父の 家に 戻って 暫 らくす ると、 今い る S 製菓 会社に 

女工と して 通い、 月々 の 食費 を、 僅な 日給の 中から 母 

に 支払った。 

毎朝、 薄暗い うちから、 おもん が 痩た 背 を 丸め、 古 

びた 中 歯の 下駄 を 踏んで、 工場に 通う 後 姿 を 近所の 者 

が 見なれ てから、 また 十 年 経った。 

僅 二十 五 を 一寸 越した 許りの 時、 皺の 多い おもん の 

顔 は、 五十 近くの 年よりの ように 見えた。 三十 を 超え 

ると、 疲労と 寂寥と に 蝕まれた 彼女の 年 を 当て 得る 者 

はなくな つ た。 
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